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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
普及啓発活動、医療・介護関係者からの発信では足りない、一方的なので、住民、企業、商店街など地域を担う方々にも参画してもらって一緒に広める活動を行う。
体操は「実施と継続」が重要、そこで継続意欲が高まるように工夫した「行って楽しい」、「人に伝えたくなる」、「一緒に行いたくなる」コンテンツづくりに努めている。
活動成果は日本摂食嚥下リハビリテーション学会で発表、WEBで発信
日本リハビリテーション医学会、日本在宅医療学会学術集会等
活動には慶応義塾大学リハビリテーション科里宇先生を始め、リハ科の医師、コメディカルのST、PT、OTの皆さまにご支援、ご指導頂いている。
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